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に対し、原告につき、対立勢力の誘いに安易に乗る思慮、の浅い者であるう

え、組織(党)を裏切った者で‘あると、の印象をあたえるものJ であると

一般の読者に読めるということについては、争う。

なお、 「日本共産党と与党側とが様々な点において政治的意見を具にし対

立している J ことは認めるが、名誉般損が明白などのその余の点は争う D

(4) r 4J について

原告が本件書籍その他数冊の書籍を公刊していることは、認める。

「それらは皆、自らの意思に基づいて公刊しているものであり、与党側

からの働きかけなど全くないJ ことは杏認する。

4 í四 三の名誉殿摘による原告の摘筈」について

( 1 ) r 1 J について

認める。参加者は、いずれも党員および日本共産党後援会員で‘あった。

(2) �2J について

三 1 の集会における被告の演説は文字化され、被告の写真等もレイアウ

トした文書(甲 6 号証)が作成され、日本共産党のさいたま rl1'南区の各党

員に電子メーノレで・配信されたととは、被告は知らないので不知。

被告の本件搾言が方々に拡散され続けていること、原告の取得の経過

は、不知。

( 3 ) r 3 J について

争うロ

5 r五結論」について

争う。

第 2 被告の本件発言について

1 被告の記憶

本件における被告の演説は、 202 3 (令和 5) 年 2 月 26 自に行われた

ものであり、原告が本件提訴をした 2024 (令和 6) 年 1 0 月 7 開設でに
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(2) 本件発言の録音データを所持している場合には、旺拠として提出する

ことを求める。

以上
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ねた鈴木元氏の本( 1 月発行)を、 r ~同じ時期に出した方が話題になりますよJ

と首って、鈴木氏には無理をして早めに帯き上げていただいたJ と出版を也、ぐこと

を働きかけたことを認めています。あなたは、わが党の制査に対して、この本の

「中身は知っていた」と認めました。この行為は、党攻般のための分派活動といわ

なければなりません。

(4) わが党の捌査のなかで、あなたは、あなたの主張を、党内で、中央委員会

などに対して一度として主張したことはないことを指摘されて、 「それは事実で

す」と認めました。わが党規約は、中央委員会lといたるどの機関に対しても、自由

に意見をのペる権利を保陳しています。異論があればそれを保留する権利も保障し

ています。しかし、あなたは、そうした規約に保附された権利を行使することな

く、突然の党戸財均および党綱領に対する攻撃を開始したのです。

あなたの一連の発言および行動は、党規約の「党内に派閥・分派はつくらな

いJ (第 3 条 4 項)、 「党の統一と団結に努力し、党に敵対する行為はおこなわな

いJ (第 5 条 2 項)、 「党の決定に皮する窓見を、勝手に発表することはしな

い。 J (第 5 条 5 項)という規定を踏みにじる盟大な規律述反です。

以上の理由から、あなたを除名処分とするものです。

2023年 2 月 6 回 日本共産党京都南地区委員会常任委員会
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